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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】スポーツ活動中に使用される靴を提供する。
【解決手段】靴１００の着用者の足を中に受容するアッ
パー１０２であって、足の上部部分をカバーするクロー
ジャー１１０およびタン１１２を備えるアッパーと；ク
ロージャーの対向する縁部に結合される少なくとも１本
のワイヤ紐１１８であって、少なくとも１本のワイヤ紐
は、クロージャーの対向する縁部を引いてより近接させ
ることにより、足周りでクロージャーを引き締めるよう
に構成されている、少なくとも１本のワイヤ紐と；少な
くとも１本のワイヤ紐に結合される少なくとも１本の支
持ワイヤであって、少なくとも１本の支持ワイヤは、少
なくとも１本のワイヤ紐が足周りでクロージャーを引き
締めるときに少なくとも１本の支持ワイヤがアッパーの
外側面、底面および内側面周りで引き締まるように、ア
ッパーの外側面、底面および内側面周りに巻付く、少な
くとも１本の支持ワイヤとを備える、靴。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　靴の着用者の足を中に受容するように構成されるアッパーであって、該アッパーは、該
足の上部部分をカバーするように構成されるクロージャーおよびタンを備える、アッパー
と、
　該クロージャーの対向する縁部に結合される少なくとも１本のワイヤ紐であって、該少
なくとも１本のワイヤ紐は、該クロージャーの該対向する縁部を引いてより近接させるこ
とにより、該足周りで該クロージャーを引き締めるように構成されている、少なくとも１
本のワイヤ紐と、
　該少なくとも１本のワイヤ紐に結合される少なくとも１本の支持ワイヤであって、該少
なくとも１本の支持ワイヤは、該少なくとも１本のワイヤ紐が該足周りで該クロージャー
を引き締めるときに該少なくとも１本の支持ワイヤが該アッパーの外側面、底面および内
側面周りで引き締まるように、該アッパーの該外側面、底面および内側面周りに巻付く、
少なくとも１本の支持ワイヤと
　を備える、靴。
【請求項２】
　前記タンに結合されるリールアセンブリをさらに備える、請求項１に記載の靴であって
、前記少なくとも１本のワイヤ紐は、該リールアセンブリにさらに結合され、その結果、
該リールアセンブリが第１の方向に回されるときに該少なくとも１本のワイヤ紐が前記ク
ロージャーの前記対向する縁部を引いてより近接させ、それによって、前記アッパーの前
記外側面、底面および内側面周りの前記少なくとも１本の支持ワイヤを引き締める、靴。
【請求項３】
　前記リールアセンブリが前記第１の方向と逆の第２の方向に回されるとき、前記少なく
とも１本のワイヤ紐は徐々に緩み、それによって、前記アッパーの前記外側面、底面およ
び内側面周りの前記少なくとも１本の支持ワイヤを徐々に緩める、請求項２に記載の靴。
【請求項４】
　前記リールアセンブリは、スプール部材と、該スプール部材に軸方向に結合されるノブ
とを備え、該ノブは、前記少なくとも１本のワイヤ紐を解放するために該スプール部材か
ら離されるように軸方向に上昇させられ、それによって、前記アッパーの前記外側面、底
面および内側面周りの前記少なくとも１本の支持ワイヤを解放するように構成される、請
求項２に記載の靴。
【請求項５】
　前記アッパーの前記外側面、底面および内側面周りに巻付くサドルをさらに備える、請
求項１に記載の靴であって、該サドルは、前記少なくとも１本の支持ワイヤが該アッパー
の該外側面、底面および内側面周りで引き締まるときに該サドルも該アッパーの該外側面
、底面および内側面周りで引き締まるように、該少なくとも１本の支持ワイヤを中に受容
するための少なくとも１つのチャンネルを備える、靴。
【請求項６】
　前記クロージャーの対向する第１の縁部に結合される第１のセットの結合メカニズムと
、
　該クロージャーの対向する第２の縁部に結合される第２のセットの結合メカニズムと
　をさらに備える、請求項１に記載の靴であって、該第１および第２のセットの結合メカ
ニズムは、前記少なくとも１本のワイヤ紐を前記少なくとも１本の支持ワイヤに結合する
、靴。
【請求項７】
　前記第１のセットの結合メカニズムは、第１、第２および第３の結合メカニズムを備え
、これらは、前記少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、前記クロージャーの前記
対向する第１の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記第２のセットの結合メカニズムは、第４、第５および第６の結合メカニズムを備え
、これらは、該少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、該クロージャーの前記対向
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する第２の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記少なくとも１本の支持ワイヤは、第１、第２および第３の支持ワイヤを備え、該第
１の支持ワイヤは、該第１の結合メカニズムに結合される第１の端部と、該第４の結合メ
カニズムに結合される第２の端部とを有し、該第２の支持ワイヤは、該第２の結合メカニ
ズムに結合される第１の端部と、該第５の結合メカニズムに結合される第２の端部とを有
し、該第３の支持ワイヤは、該第３の結合メカニズムに結合される第１の端部と、該第６
の結合メカニズムに結合される第２の端部とを有する、請求項６に記載の靴。
【請求項８】
　ソールをさらに備える、請求項１に記載の靴であって、該ソールは、
　前記アッパーの前記底面の前方部分に取り付けられる前方ソール部分と、
　該アッパーの該底面のヒール部分に取り付けられるヒールソール部分と
　を備え、
　前記少なくとも１本の支持ワイヤは、該アッパーの該底面の中間部分周りに巻付き、該
中間部分は、該前方部分およびヒール部分の間に位置する、靴。
【請求項９】
　前記前方ソール部分は、第１の材料を含む前方ミッドソールと、該第１の材料より硬い
第２の材料を含む前方アウトソールと、該第１の材料より硬い第３の材料を含む前方ミッ
ドソール補強構造とを備え、該前方ミッドソールは、該前方ミッドソール補強構造および
該前方アウトソールによって少なくとも部分的に包含されており、
　前記ヒールソール部分は、該第１の材料を含むヒールミッドソールと、該第２の材料を
含むヒールアウトソールと、該第３の材料を含むヒールミッドソール補強構造とを備え、
該ヒールミッドソールは、該ヒールミッドソール補強構造および該ヒールアウトソールに
よって少なくとも部分的に包含されている、請求項８に記載の靴。
【請求項１０】
　前記第２および第３の材料は、相互に異なる成分を有する、請求項９に記載の靴。
【請求項１１】
　前記第１の材料は、発泡熱可塑性ポリウレタン（ｅＴＰＵ）を含む、請求項９に記載の
靴。
【請求項１２】
　前記前方アウトソール部分およびヒールアウトソール部分の間に配置されかつそれらに
結合される土踏まずアウトソール部分をさらに備え、それにより、該土踏まずアウトソー
ル部分と、該前方ソール部分およびヒールソール部分の間に位置する前記アッパーの前記
底面の一部との間に窓部を形成する、請求項９に記載の靴。
【請求項１３】
　前記前方、中間およびヒールアウトソール部分の底面上に位置する複数の牽引要素をさ
らに備える、請求項１２に記載の靴。
【請求項１４】
　前記第１の材料を含み、かつ前記前方ミッドソールおよびヒールミッドソールの間に配
置される土踏まずミッドソールと、
　前記第３の材料を含み、かつ前記前方ミッドソール補強構造およびヒールミッドソール
補強構造の間に配置される土踏まずミッドソール補強構造であって、該土踏まずミッドソ
ール補強構造は、該土踏まずミッドソールの少なくとも一部を補強する、土踏まずミッド
ソール補強構造と
　をさらに備える、請求項９に記載の靴。
【請求項１５】
　前記少なくとも１本の支持ワイヤは、前記アッパーの前記内側面から、前記土踏まずミ
ッドソールおよび土踏まずミッドソール補強構造の下、そして該アッパーの前記外側面ま
で進む、請求項１４に記載の靴。
【請求項１６】
　前記少なくとも１本の支持ワイヤは、少なくとも１本のワイヤループを含む、請求項１
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に記載の靴。
【請求項１７】
　ゴルフ靴の着用者の足を中に受容するように構成されるアッパーであって、該アッパー
は、該足の上部部分をカバーするように構成されるクロージャーおよびタンを備える、ア
ッパーと、
　リールアセンブリと、該リールアセンブリに結合される少なくとも１本のワイヤ紐と、
　サドルと、該サドルに結合される少なくとも１本のサドルワイヤとを備える巻付きサド
ルアセンブリであって、該サドルは、該アッパーの外側面、底面および内側面周りに巻付
き、該少なくとも１本のサドルワイヤは、該リールアセンブリが第１の方向に回されると
きに該サドルが該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まるように、該少
なくとも１本のワイヤ紐に結合される、巻付きサドルアセンブリと、
　前方ソール部分とヒールソール部分とを備えるソールであって、該サドルは、該前方ソ
ール部分およびヒールソール部分の間に位置する、該アッパーの該底面の中間部分周りに
巻付く、ソールと、
　該前方ソール部分およびヒールソール部分の底面上に配置される複数の牽引要素と
　を備える、ゴルフ靴。
【請求項１８】
　前記リールアセンブリが前記第１の方向と逆の第２の方向に回されるとき、前記少なく
とも１本のワイヤ紐は、徐々に緩み、それによって、前記アッパーの前記外側面、底面お
よび内側面周りの前記少なくとも１本のサドルワイヤを徐々に緩める、請求項１７に記載
のゴルフ靴。
【請求項１９】
　前記リールアセンブリは、スプール部材と、該スプール部材に軸方向に結合されるノブ
とを備え、該ノブは、前記少なくとも１本のワイヤ紐を解放するために該スプール部材か
ら離されるように軸方向に上昇させられ、それによって前記アッパーの前記外側面、底面
および内側面周りの前記少なくとも１本のサドルワイヤを解放するように構成される、請
求項１７に記載のゴルフ靴。
【請求項２０】
　前記サドルは、前記少なくとも１本のサドルワイヤを中に受容するための少なくとも１
つのチャンネルを備え、該少なくとも１本のサドルワイヤは、前記アッパーの前記外側面
、底面および内側面周りに巻付くように該サドルの全長を進み、その結果、該少なくとも
１本のサドルワイヤが該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まるときに
該サドルも該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まる、請求項１７に記
載のゴルフ靴。
【請求項２１】
　前記クロージャーの対向する第１の縁部に結合される第１のセットの結合メカニズムと
、
　該クロージャーの対向する第２の縁部に結合される第２のセットの結合メカニズムと
　をさらに備える、請求項１７に記載のゴルフ靴であって、該第１および第２のセットの
結合メカニズムは、前記少なくとも１本のワイヤ紐を前記少なくとも１本のサドルワイヤ
に結合する、ゴルフ靴。
【請求項２２】
　前記第１のセットの結合メカニズムは、第１、第２および第３の結合メカニズムを備え
、これらは、前記少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、前記クロージャーの前記
対向する第１の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記第２のセットの結合メカニズムは、第４、第５および第６の結合メカニズムを備え
、これらは、該少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、該クロージャーの前記対向
する第２の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記少なくとも１本のサドルワイヤは、第１、第２および第３のワイヤループを備え、
該第１のワイヤループは、該第１の結合メカニズムに結合される第１の端部と、該第４の
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結合メカニズムに結合される第２の端部とを有し、該第２のワイヤループは、該第２の結
合メカニズムに結合される第１の端部と、該第５の結合メカニズムに結合される第２の端
部とを有し、該第３のワイヤループは、該第３の結合メカニズムに結合される第１の端部
と、該第６の結合メカニズムに結合される第２の端部とを有する、請求項２１に記載のゴ
ルフ靴。
【請求項２３】
　前記前方ソール部分は、第１の材料を含む前方ミッドソールと、該第１の材料より硬い
第２の材料を含む前方アウトソールと、該第１の材料より硬い第３の材料を含む前方ミッ
ドソール補強構造とを備え、該前方ミッドソールは、該前方ミッドソール補強構造および
該前方アウトソールによって少なくとも部分的に包含されており、
　前記ヒールソール部分は、該第１の材料を含むヒールミッドソールと、該第２の材料を
含むヒールアウトソールと、該第３の材料を含むヒールミッドソール補強構造とを備え、
該ヒールミッドソールは、該ヒールミッドソール補強構造および該ヒールアウトソールに
よって少なくとも部分的に包含されている、請求項１７に記載のゴルフ靴。
【請求項２４】
　前記第２および第３の材料は、相互に異なる成分を有する、請求項２３に記載のゴルフ
靴。
【請求項２５】
　前記第１の材料は、発泡熱可塑性ポリウレタン（ｅＴＰＵ）を含む、請求項２３に記載
のゴルフ靴。
【請求項２６】
　前記前方アウトソール部分およびヒールアウトソール部分の間に配置されかつそれらに
結合される土踏まずアウトソール部分をさらに備える、請求項２３に記載のゴルフ靴であ
って、該土踏まずアウトソール部分は、該土踏まずアウトソール部分と、該前方ソール部
分およびヒールソール部分の間に位置する、前記アッパーの前記底面の一部との間に窓部
を形成する、ゴルフ靴。
【請求項２７】
　前記土踏まずアウトソール部分の底面上に配置される第２の複数の牽引要素をさらに備
える、請求項２６に記載のゴルフ靴。
【請求項２８】
　前記第１の材料を含み、かつ前記前方ミッドソールおよびヒールミッドソールの間に配
置される土踏まずミッドソールと、
　前記第３の材料を含み、かつ前記前方ミッドソール補強構造およびヒールミッドソール
補強構造の間に配置される土踏まずミッドソール補強構造であって、該土踏まずミッドソ
ール補強構造は、該土踏まずミッドソールの少なくとも一部を補強する、土踏まずミッド
ソール補強構造と
　をさらに備える、請求項２３に記載のゴルフ靴。
【請求項２９】
　靴の着用者の足を中に受容するように構成されるアッパーを提供することであって、該
アッパーは、該足の上部部分をカバーするように構成されるクロージャーおよびタンを備
える、ことと、
　リールアセンブリを該タンに結合することと、
　少なくとも１本のワイヤ紐を該リールアセンブリに結合することと、
　該アッパーの外側面、底面および内側面周りにサドルを巻付けることであって、該サド
ルは、該サドルに結合される少なくとも１本のサドルワイヤを備える、ことと、
　該リールアセンブリが第１の方向に回されるときに該サドルが該アッパーの該外側面、
底面および内側面周りで引き締まるように、該少なくとも１本のサドルワイヤを該少なく
とも１本のワイヤ紐に結合することと、
　前方ソール部分を該アッパーの該底面の前方部分に結合することと、
　ヒールソール部分を該アッパーの該底面のヒール部分に結合することであって、該サド
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ルは、該前方部分およびヒール部分の間に位置する、該アッパーの該底面の中間部分周り
に巻付く、ことと
　を含む、靴を製造する方法。
【請求項３０】
　前記少なくとも１本のサドルワイヤが前記サドルの全長を進むことにより前記アッパー
の前記外側面、底面および内側面周りに巻付くように、該少なくとも１本のサドルワイヤ
を中に受容するための少なくとも１つのチャンネルを前記サドル内に提供することをさら
に含む、請求項２９に記載の靴を製造する方法であって、該少なくとも１本のサドルワイ
ヤが該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まるときに該サドルも該アッ
パーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まる、靴を製造する方法。
【請求項３１】
　前記クロージャーの対向する第１の縁部に結合される第１のセットの結合メカニズムを
提供することと、
　該クロージャーの対向する第２の縁部に結合される第２のセットの結合メカニズムを提
供することであって、該第１および第２のセットの結合メカニズムは、前記少なくとも１
本のワイヤ紐を前記少なくとも１本のサドルワイヤに結合する、ことと
　をさらに含む、請求項２９に記載の靴を製造する方法。
【請求項３２】
　前記第１のセットの結合メカニズムは、第１、第２および第３の結合メカニズムを備え
、これらは、前記少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、前記クロージャーの前記
対向する第１の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記第２のセットの結合メカニズムは、第４、第５および第６の結合メカニズムを備え
、これらは、該少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、該クロージャーの前記対向
する第２の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記少なくとも１本のサドルワイヤは、第１、第２および第３のワイヤループを備え、
該第１のワイヤループは、該第１の結合メカニズムに結合される第１の端部と、該第４の
結合メカニズムに結合される第２の端部とを有し、該第２のワイヤループは、該第２の結
合メカニズムに結合される第１の端部と、該第５の結合メカニズムに結合される第２の端
部とを有し、該第３のワイヤループは、該第３の結合メカニズムに結合される第１の端部
と、該第６の結合メカニズムに結合される第２の端部とを有する、請求項３１に記載の靴
を製造する方法。
【請求項３３】
　前記前方ソール部分は、第１の材料を含む前方ミッドソールと、該第１の材料より硬い
第２の材料を含む前方アウトソールと、該第１の材料より硬い第３の材料を含む前方ミッ
ドソール補強構造とを備え、該前方ミッドソールは、該前方ミッドソール補強構造および
該前方アウトソールによって少なくとも部分的に包含されており、
　前記ヒールソール部分は、該第１の材料を含むヒールミッドソールと、該第２の材料を
含むヒールアウトソールと、該第３の材料を含むヒールミッドソール補強構造とを備え、
該ヒールミッドソールは、該ヒールミッドソール補強構造および該ヒールアウトソールに
よって少なくとも部分的に包含されている、請求項２９に記載の靴を製造する方法。
【請求項３４】
　前記第２および第３の材料は、相互に異なる成分を有する、請求項３３に記載の靴を製
造する方法。
【請求項３５】
　前記第１の材料は、発泡熱可塑性ポリウレタン（ｅＴＰＵ）を含む、請求項３３に記載
の靴を製造する方法。
【請求項３６】
　前記前方アウトソール部分およびヒールアウトソール部分の間に配置されかつそれらに
結合される土踏まずアウトソール部分を提供することをさらに含む、請求項３３に記載の
靴を製造する方法であって、該土踏まずアウトソール部分は、該土踏まずアウトソール部
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分と、前記前方ソール部分およびヒールソール部分の間に位置する、前記アッパーの前記
底面の一部との間に窓部を形成する、方法。
【請求項３７】
　前記前方ミッドソールおよびヒールミッドソールの間に、前記第１の材料を含む土踏ま
ずミッドソールを提供することと、
　前記前方ミッドソール補強構造およびヒールミッドソール補強構造の間に、前記第３の
材料を含む土踏まずミッドソール補強構造を提供することであって、該土踏まずミッドソ
ール補強構造は、該土踏まずミッドソールの少なくとも一部を補強する、ことと
　をさらに含む、請求項３３に記載の靴を製造する方法。
【請求項３８】
　前記前方、中間およびヒールアウトソール部分の底面上に複数の牽引要素を提供するこ
とをさらに含む、請求項２９に記載の靴を製造する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連特許出願）
　本願は、２０１５年６月３日に出願された「ＳＨＯＥＳ　ＨＡＶＩＮＧ　ＷＲＡＰ―Ａ
ＲＯＵＮＤ　ＷＩＲＥ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＡＮＤ　ＴＯＲＳＩＯＮＡＬ　ＣＯＮＴＲＯＬ
」というタイトルの仮出願第６２／１７０，３５３号の米国特許法§１１９（ｅ）の下で
の優先権を主張し、この出願は、参照により、その全体が本明細書に援用される。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、概して、スポーツ活動中に使用される靴に関連し、より具体的には、特定の
スポーツ活動（例えば、ゴルフ）中の靴のパフォーマンスおよび他の特性を最適化する増
大した支持および／またはねじれ制御の特質および特徴を有する１足の靴に関連する。
【背景技術】
【０００３】
　（発明の背景）
　今日、多くのスポーツ活動が、靴を着用する選手に向上した安定性、牽引力およびパフ
ォーマンスを提供する靴を必要とする。例えば、ゴルフにおいて、スイング中のゴルファ
ーのフットワークは、複雑であり、ゴルファーの靴によって吸収される、耐えられる、お
よび／または補償される必要がある、ゴルファーの足に対する多くの異なる力を生成する
。概して、たいていのゴルフショットについて、ゴルファーの体重は、最初、各足に５０
／５０でかかり、ゴルファーの体重は、典型的に、各足の底面区域全域で一様に分布され
る。バックスイング中、ゴルファーの体重の大部分は、典型的に、ゴルファーの後足のア
ウトサイド（外側面）に移る一方で、前足は、バランスのために一部の体重を維持する。
バックスイングは、後足前部を外向きにかつ後ヒールを内向きにスピンまたは枢動させる
傾向がある力を与え、この力は、ゴルファーの後足の安定を保つために、後足の地面との
接触によって抵抗されなければならない。
【０００４】
　クラブのダウンスイング中に、ゴルファーの体重は、移り始め、ゴルフボールが打撃さ
れるまでに、ゴルファーの体重は、後ろ足と前足との間で再び一様に分布されるか、また
は前足にさらに移り始めた。スイングの最終姿勢時に、ゴルファーの体重のほとんどは、
前足に存在して、インサイド（内側面）より多くの体重が前足のアウトサイド（外側面）
に存在し、ゴルファーの後足のかかとは、地面の上に上げられて後ろ向きに向く。適切な
スイングにおいて、ゴルファーの後ろ足のうちつま先部分のみが最終時に地面との接触を
維持する。したがって、最終姿勢において、ゴルファーの後ろ靴のヒールおよびほとんど
のアウトソールは、地面から離れて、つま先部分のみがバランスのために地面に接触して
いる。
【０００５】
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　上述されているように、ゴルファーの足は、ゴルファーがバランスをとり続けるために
ゴルフスイング中の移動を複雑にする一方で、ゴルフボールを打撃するためのトルクおよ
びクラブヘッド速度を生成する。ゴルフスイングの様々な段階中に、様々な方向への有意
な力が左靴および右靴に働く。したがって、靴が、これらの力に耐えて適切に反応しかつ
ゴルフスイング中のゴルファーのフットワークのパフォーマンスを最大化するために、向
上した安定性、牽引力およびねじれ制御を提供することが望ましい。同様の状況が、例え
ば野球（例えば、バッターのスイング中）および陸上競技（例えば、トラック上でのスタ
ートおよび走行中）などの他のスポーツ中に存在する。
【０００６】
　上記の例示的なニーズに対処するために、靴の様々な特性（例えば、土踏まず支持、ね
じれ、可撓性、硬度、重量など）を最適化し、それにより、概して、最良の快適性、フィ
ット性、安定性およびパフォーマンスを靴の着用者に、より具体的には、靴を着用してい
るスポーツ活動中の選手に提供することが望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　靴の着用者の足を中に受容するように構成されるアッパーであって、該アッパーは、該
足の上部部分をカバーするように構成されるクロージャーおよびタンを備える、アッパー
と、
　該クロージャーの対向する縁部に結合される少なくとも１本のワイヤ紐であって、該少
なくとも１本のワイヤ紐は、該クロージャーの該対向する縁部を引いてより近接させるこ
とにより、該足周りで該クロージャーを引き締めるように構成されている、少なくとも１
本のワイヤ紐と、
　該少なくとも１本のワイヤ紐に結合される少なくとも１本の支持ワイヤであって、該少
なくとも１本の支持ワイヤは、該少なくとも１本のワイヤ紐が該足周りで該クロージャー
を引き締めるときに該少なくとも１本の支持ワイヤが該アッパーの外側面、底面および内
側面周りで引き締まるように、該アッパーの該外側面、底面および内側面周りに巻付く、
少なくとも１本の支持ワイヤと
　を備える、靴。
（項目２）
　前記タンに結合されるリールアセンブリをさらに備える、上記項目に記載の靴であって
、前記少なくとも１本のワイヤ紐は、該リールアセンブリにさらに結合され、その結果、
該リールアセンブリが第１の方向に回されるときに該少なくとも１本のワイヤ紐が前記ク
ロージャーの前記対向する縁部を引いてより近接させ、それによって、前記アッパーの前
記外側面、底面および内側面周りの前記少なくとも１本の支持ワイヤを引き締める、靴。
（項目３）
　前記リールアセンブリが前記第１の方向と逆の第２の方向に回されるとき、前記少なく
とも１本のワイヤ紐は徐々に緩み、それによって、前記アッパーの前記外側面、底面およ
び内側面周りの前記少なくとも１本の支持ワイヤを徐々に緩める、上記項目のいずれかに
記載の靴。
（項目４）
　前記リールアセンブリは、スプール部材と、該スプール部材に軸方向に結合されるノブ
とを備え、該ノブは、前記少なくとも１本のワイヤ紐を解放するために該スプール部材か
ら離されるように軸方向に上昇させられ、それによって、前記アッパーの前記外側面、底
面および内側面周りの前記少なくとも１本の支持ワイヤを解放するように構成される、上
記項目のいずれかに記載の靴。
（項目５）
　前記アッパーの前記外側面、底面および内側面周りに巻付くサドルをさらに備える、上
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記項目のいずれかに記載の靴であって、該サドルは、前記少なくとも１本の支持ワイヤが
該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まるときに該サドルも該アッパー
の該外側面、底面および内側面周りで引き締まるように、該少なくとも１本の支持ワイヤ
を中に受容するための少なくとも１つのチャンネルを備える、靴。
（項目６）
　前記クロージャーの対向する第１の縁部に結合される第１のセットの結合メカニズムと
、
　該クロージャーの対向する第２の縁部に結合される第２のセットの結合メカニズムと
　をさらに備える、上記項目のいずれかに記載の靴であって、該第１および第２のセット
の結合メカニズムは、前記少なくとも１本のワイヤ紐を前記少なくとも１本の支持ワイヤ
に結合する、靴。
（項目７）
　前記第１のセットの結合メカニズムは、第１、第２および第３の結合メカニズムを備え
、これらは、前記少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、前記クロージャーの前記
対向する第１の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記第２のセットの結合メカニズムは、第４、第５および第６の結合メカニズムを備え
、これらは、該少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、該クロージャーの前記対向
する第２の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記少なくとも１本の支持ワイヤは、第１、第２および第３の支持ワイヤを備え、該第
１の支持ワイヤは、該第１の結合メカニズムに結合される第１の端部と、該第４の結合メ
カニズムに結合される第２の端部とを有し、該第２の支持ワイヤは、該第２の結合メカニ
ズムに結合される第１の端部と、該第５の結合メカニズムに結合される第２の端部とを有
し、該第３の支持ワイヤは、該第３の結合メカニズムに結合される第１の端部と、該第６
の結合メカニズムに結合される第２の端部とを有する、上記項目のいずれかに記載の靴。
（項目８）
　ソールをさらに備える、上記項目のいずれかに記載の靴であって、該ソールは、
　前記アッパーの前記底面の前方部分に取り付けられる前方ソール部分と、
　該アッパーの該底面のヒール部分に取り付けられるヒールソール部分と
　を備え、
　前記少なくとも１本の支持ワイヤは、該アッパーの該底面の中間部分周りに巻付き、該
中間部分は、該前方部分およびヒール部分の間に位置する、靴。
（項目９）
　前記前方ソール部分は、第１の材料を含む前方ミッドソールと、該第１の材料より硬い
第２の材料を含む前方アウトソールと、該第１の材料より硬い第３の材料を含む前方ミッ
ドソール補強構造とを備え、該前方ミッドソールは、該前方ミッドソール補強構造および
該前方アウトソールによって少なくとも部分的に包含されており、
　前記ヒールソール部分は、該第１の材料を含むヒールミッドソールと、該第２の材料を
含むヒールアウトソールと、該第３の材料を含むヒールミッドソール補強構造とを備え、
該ヒールミッドソールは、該ヒールミッドソール補強構造および該ヒールアウトソールに
よって少なくとも部分的に包含されている、上記項目のいずれかに記載の靴。
（項目１０）
　前記第２および第３の材料は、相互に異なる成分を有する、上記項目のいずれかに記載
の靴。
（項目１１）
　前記第１の材料は、発泡熱可塑性ポリウレタン（ｅＴＰＵ）を含む、上記項目のいずれ
かに記載の靴。
（項目１２）
　前記前方アウトソール部分およびヒールアウトソール部分の間に配置されかつそれらに
結合される土踏まずアウトソール部分をさらに備え、それにより、該土踏まずアウトソー
ル部分と、該前方ソール部分およびヒールソール部分の間に位置する前記アッパーの前記
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底面の一部との間に窓部を形成する、上記項目のいずれかに記載の靴。
（項目１３）
　前記前方、中間およびヒールアウトソール部分の底面上に位置する複数の牽引要素をさ
らに備える、上記項目のいずれかに記載の靴。
（項目１４）
　前記第１の材料を含み、かつ前記前方ミッドソールおよびヒールミッドソールの間に配
置される土踏まずミッドソールと、
　前記第３の材料を含み、かつ前記前方ミッドソール補強構造およびヒールミッドソール
補強構造の間に配置される土踏まずミッドソール補強構造であって、該土踏まずミッドソ
ール補強構造は、該土踏まずミッドソールの少なくとも一部を補強する、土踏まずミッド
ソール補強構造と
　をさらに備える、上記項目のいずれかに記載の靴。
（項目１５）
　前記少なくとも１本の支持ワイヤは、前記アッパーの前記内側面から、前記土踏まずミ
ッドソールおよび土踏まずミッドソール補強構造の下、そして該アッパーの前記外側面ま
で進む、上記項目のいずれかに記載の靴。
（項目１６）
　前記少なくとも１本の支持ワイヤは、少なくとも１本のワイヤループを含む、上記項目
のいずれかに記載の靴。
（項目１７）
　ゴルフ靴の着用者の足を中に受容するように構成されるアッパーであって、該アッパー
は、該足の上部部分をカバーするように構成されるクロージャーおよびタンを備える、ア
ッパーと、
　リールアセンブリと、該リールアセンブリに結合される少なくとも１本のワイヤ紐と、
　サドルと、該サドルに結合される少なくとも１本のサドルワイヤとを備える巻付きサド
ルアセンブリであって、該サドルは、該アッパーの外側面、底面および内側面周りに巻付
き、該少なくとも１本のサドルワイヤは、該リールアセンブリが第１の方向に回されると
きに該サドルが該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まるように、該少
なくとも１本のワイヤ紐に結合される、巻付きサドルアセンブリと、
　前方ソール部分とヒールソール部分とを備えるソールであって、該サドルは、該前方ソ
ール部分およびヒールソール部分の間に位置する、該アッパーの該底面の中間部分周りに
巻付く、ソールと、
　該前方ソール部分およびヒールソール部分の底面上に配置される複数の牽引要素と
　を備える、ゴルフ靴。
（項目１８）
　前記リールアセンブリが前記第１の方向と逆の第２の方向に回されるとき、前記少なく
とも１本のワイヤ紐は、徐々に緩み、それによって、前記アッパーの前記外側面、底面お
よび内側面周りの前記少なくとも１本のサドルワイヤを徐々に緩める、上記項目のいずれ
かに記載のゴルフ靴。
（項目１９）
　前記リールアセンブリは、スプール部材と、該スプール部材に軸方向に結合されるノブ
とを備え、該ノブは、前記少なくとも１本のワイヤ紐を解放するために該スプール部材か
ら離されるように軸方向に上昇させられ、それによって前記アッパーの前記外側面、底面
および内側面周りの前記少なくとも１本のサドルワイヤを解放するように構成される、上
記項目のいずれかに記載のゴルフ靴。
（項目２０）
　前記サドルは、前記少なくとも１本のサドルワイヤを中に受容するための少なくとも１
つのチャンネルを備え、該少なくとも１本のサドルワイヤは、前記アッパーの前記外側面
、底面および内側面周りに巻付くように該サドルの全長を進み、その結果、該少なくとも
１本のサドルワイヤが該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まるときに
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該サドルも該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まる、上記項目のいず
れかに記載のゴルフ靴。
（項目２１）
　前記クロージャーの対向する第１の縁部に結合される第１のセットの結合メカニズムと
、
　該クロージャーの対向する第２の縁部に結合される第２のセットの結合メカニズムと
　をさらに備える、上記項目のいずれかに記載のゴルフ靴であって、該第１および第２の
セットの結合メカニズムは、前記少なくとも１本のワイヤ紐を前記少なくとも１本のサド
ルワイヤに結合する、ゴルフ靴。
（項目２２）
　前記第１のセットの結合メカニズムは、第１、第２および第３の結合メカニズムを備え
、これらは、前記少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、前記クロージャーの前記
対向する第１の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記第２のセットの結合メカニズムは、第４、第５および第６の結合メカニズムを備え
、これらは、該少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、該クロージャーの前記対向
する第２の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記少なくとも１本のサドルワイヤは、第１、第２および第３のワイヤループを備え、
該第１のワイヤループは、該第１の結合メカニズムに結合される第１の端部と、該第４の
結合メカニズムに結合される第２の端部とを有し、該第２のワイヤループは、該第２の結
合メカニズムに結合される第１の端部と、該第５の結合メカニズムに結合される第２の端
部とを有し、該第３のワイヤループは、該第３の結合メカニズムに結合される第１の端部
と、該第６の結合メカニズムに結合される第２の端部とを有する、上記項目のいずれかに
記載のゴルフ靴。
（項目２３）
　前記前方ソール部分は、第１の材料を含む前方ミッドソールと、該第１の材料より硬い
第２の材料を含む前方アウトソールと、該第１の材料より硬い第３の材料を含む前方ミッ
ドソール補強構造とを備え、該前方ミッドソールは、該前方ミッドソール補強構造および
該前方アウトソールによって少なくとも部分的に包含されており、
　前記ヒールソール部分は、該第１の材料を含むヒールミッドソールと、該第２の材料を
含むヒールアウトソールと、該第３の材料を含むヒールミッドソール補強構造とを備え、
該ヒールミッドソールは、該ヒールミッドソール補強構造および該ヒールアウトソールに
よって少なくとも部分的に包含されている、上記項目のいずれかに記載のゴルフ靴。
（項目２４）
　前記第２および第３の材料は、相互に異なる成分を有する、上記項目のいずれかに記載
のゴルフ靴。
（項目２５）
　前記第１の材料は、発泡熱可塑性ポリウレタン（ｅＴＰＵ）を含む、上記項目のいずれ
かに記載のゴルフ靴。
（項目２６）
　前記前方アウトソール部分およびヒールアウトソール部分の間に配置されかつそれらに
結合される土踏まずアウトソール部分をさらに備える、上記項目のいずれかに記載のゴル
フ靴であって、該土踏まずアウトソール部分は、該土踏まずアウトソール部分と、該前方
ソール部分およびヒールソール部分の間に位置する、前記アッパーの前記底面の一部との
間に窓部を形成する、ゴルフ靴。
（項目２７）
　前記土踏まずアウトソール部分の底面上に配置される第２の複数の牽引要素をさらに備
える、上記項目のいずれかに記載のゴルフ靴。
（項目２８）
　前記第１の材料を含み、かつ前記前方ミッドソールおよびヒールミッドソールの間に配
置される土踏まずミッドソールと、
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　前記第３の材料を含み、かつ前記前方ミッドソール補強構造およびヒールミッドソール
補強構造の間に配置される土踏まずミッドソール補強構造であって、該土踏まずミッドソ
ール補強構造は、該土踏まずミッドソールの少なくとも一部を補強する、土踏まずミッド
ソール補強構造と
　をさらに備える、上記項目のいずれかに記載のゴルフ靴。
（項目２９）
　靴の着用者の足を中に受容するように構成されるアッパーを提供することであって、該
アッパーは、該足の上部部分をカバーするように構成されるクロージャーおよびタンを備
える、ことと、
　リールアセンブリを該タンに結合することと、
　少なくとも１本のワイヤ紐を該リールアセンブリに結合することと、
　該アッパーの外側面、底面および内側面周りにサドルを巻付けることであって、該サド
ルは、該サドルに結合される少なくとも１本のサドルワイヤを備える、ことと、
　該リールアセンブリが第１の方向に回されるときに該サドルが該アッパーの該外側面、
底面および内側面周りで引き締まるように、該少なくとも１本のサドルワイヤを該少なく
とも１本のワイヤ紐に結合することと、
　前方ソール部分を該アッパーの該底面の前方部分に結合することと、
　ヒールソール部分を該アッパーの該底面のヒール部分に結合することであって、該サド
ルは、該前方部分およびヒール部分の間に位置する、該アッパーの該底面の中間部分周り
に巻付く、ことと
　を含む、靴を製造する方法。
（項目３０）
　前記少なくとも１本のサドルワイヤが前記サドルの全長を進むことにより前記アッパー
の前記外側面、底面および内側面周りに巻付くように、該少なくとも１本のサドルワイヤ
を中に受容するための少なくとも１つのチャンネルを前記サドル内に提供することをさら
に含む、上記項目のいずれかに記載の靴を製造する方法であって、該少なくとも１本のサ
ドルワイヤが該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まるときに該サドル
も該アッパーの該外側面、底面および内側面周りで引き締まる、靴を製造する方法。
（項目３１）
　前記クロージャーの対向する第１の縁部に結合される第１のセットの結合メカニズムを
提供することと、
　該クロージャーの対向する第２の縁部に結合される第２のセットの結合メカニズムを提
供することであって、該第１および第２のセットの結合メカニズムは、前記少なくとも１
本のワイヤ紐を前記少なくとも１本のサドルワイヤに結合する、ことと
　をさらに含む、上記項目のいずれかに記載の靴を製造する方法。
（項目３２）
　前記第１のセットの結合メカニズムは、第１、第２および第３の結合メカニズムを備え
、これらは、前記少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、前記クロージャーの前記
対向する第１の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記第２のセットの結合メカニズムは、第４、第５および第６の結合メカニズムを備え
、これらは、該少なくとも１本のワイヤ紐に結合され、かつ、該クロージャーの前記対向
する第２の縁部上で相互に隣接して配置され、
　前記少なくとも１本のサドルワイヤは、第１、第２および第３のワイヤループを備え、
該第１のワイヤループは、該第１の結合メカニズムに結合される第１の端部と、該第４の
結合メカニズムに結合される第２の端部とを有し、該第２のワイヤループは、該第２の結
合メカニズムに結合される第１の端部と、該第５の結合メカニズムに結合される第２の端
部とを有し、該第３のワイヤループは、該第３の結合メカニズムに結合される第１の端部
と、該第６の結合メカニズムに結合される第２の端部とを有する、上記項目のいずれかに
記載の靴を製造する方法。
（項目３３）
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　前記前方ソール部分は、第１の材料を含む前方ミッドソールと、該第１の材料より硬い
第２の材料を含む前方アウトソールと、該第１の材料より硬い第３の材料を含む前方ミッ
ドソール補強構造とを備え、該前方ミッドソールは、該前方ミッドソール補強構造および
該前方アウトソールによって少なくとも部分的に包含されており、
　前記ヒールソール部分は、該第１の材料を含むヒールミッドソールと、該第２の材料を
含むヒールアウトソールと、該第３の材料を含むヒールミッドソール補強構造とを備え、
該ヒールミッドソールは、該ヒールミッドソール補強構造および該ヒールアウトソールに
よって少なくとも部分的に包含されている、上記項目のいずれかに記載の靴を製造する方
法。
（項目３４）
　前記第２および第３の材料は、相互に異なる成分を有する、上記項目のいずれかに記載
の靴を製造する方法。
（項目３５）
　前記第１の材料は、発泡熱可塑性ポリウレタン（ｅＴＰＵ）を含む、上記項目のいずれ
かに記載の靴を製造する方法。
（項目３６）
　前記前方アウトソール部分およびヒールアウトソール部分の間に配置されかつそれらに
結合される土踏まずアウトソール部分を提供することをさらに含む、上記項目のいずれか
に記載の靴を製造する方法であって、該土踏まずアウトソール部分は、該土踏まずアウト
ソール部分と、前記前方ソール部分およびヒールソール部分の間に位置する、前記アッパ
ーの前記底面の一部との間に窓部を形成する、方法。
（項目３７）
　前記前方ミッドソールおよびヒールミッドソールの間に、前記第１の材料を含む土踏ま
ずミッドソールを提供することと、
　前記前方ミッドソール補強構造およびヒールミッドソール補強構造の間に、前記第３の
材料を含む土踏まずミッドソール補強構造を提供することであって、該土踏まずミッドソ
ール補強構造は、該土踏まずミッドソールの少なくとも一部を補強する、ことと
　をさらに含む、上記項目のいずれかに記載の靴を製造する方法。
（項目３８）
　前記前方、中間およびヒールアウトソール部分の底面上に複数の牽引要素を提供するこ
とをさらに含む、上記項目のいずれかに記載の靴を製造する方法。
【０００８】
　（摘要）
　着用者の足を中に受容するように構成されるアッパーであって、アッパーは、足の上部
部分をカバーするように構成されているクロージャーおよびタンを備える、アッパーと；
クロージャーの対向する縁部に結合される少なくとも１本のワイヤ紐であって、少なくと
も１本のワイヤ紐は、クロージャーの対向する縁部を引いてより近接させることにより、
足周りでクロージャーを引き締めるように構成されており、対向する縁部を解放し、そし
て対向する縁部が相互から離れて移動することにより足周りのクロージャーを緩めること
を可能にするように構成されている、少なくとも１本のワイヤ紐と；少なくとも１本のワ
イヤ紐に結合される少なくとも１本の支持ワイヤであって、少なくとも１本の支持ワイヤ
は、少なくとも１本のワイヤ紐が足周りでクロージャーを引き締めるときに少なくとも１
本の支持ワイヤがアッパーの外側面、底面および内側面周りで引き締まるように、アッパ
ーの外側面、底面および内側面周りに巻付く、少なくとも１本の支持ワイヤとを含む靴が
提供される。
【０００９】
　（本発明の要旨）
　本発明は、改善された快適性、フィット性、安定性およびパフォーマンスを有する靴を
靴の着用者に提供することによって、上記ニーズおよび他のニーズに対処する。
【００１０】
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　本発明の１つの実施形態において、靴の着用者の足を中に受容するように構成されるア
ッパーであって、アッパーは、足の上部部分をカバーするように構成されているクロージ
ャーおよびタンを備える、アッパーと；クロージャーの対向する縁部に結合される少なく
とも１本のワイヤ紐であって、少なくとも１本のワイヤ紐は、クロージャーの対向する縁
部を引いてより近接させることにより、足周りでクロージャーを引き締めるように構成さ
れており、対向する縁部を解放し、そして対向する縁部が相互から離れて移動することに
より足周りのクロージャーを緩めることを可能にするように構成されている、少なくとも
１本のワイヤ紐と；少なくとも１本のワイヤ紐に結合される少なくとも１本の支持ワイヤ
であって、少なくとも１本の支持ワイヤは、少なくとも１本のワイヤ紐が足周りでクロー
ジャーを引き締めるときに少なくとも１本の支持ワイヤがアッパーの外側面、底面および
内側面周りで引き締まるように、アッパーの外側面、底面および内側面周りに巻付く、少
なくとも１本の支持ワイヤとを含む靴が提供される。
【００１１】
　別の実施形態において、本発明は：ゴルフ靴の着用者の足を中に受容するように構成さ
れているアッパーであって、アッパーは、足の上部部分をカバーするように構成されるク
ロージャーおよびタンを備える、アッパーと；リールアセンブリと、リールアセンブリに
結合される少なくとも１本のワイヤ紐と；サドルおよびサドルに結合される少なくとも１
本のサドルワイヤを備える巻付きサドルアセンブリであって、サドルは、アッパーの外側
面、底面および内側面周りに巻付き、少なくとも１本のサドルワイヤは、リールアセンブ
リが第１の方向に回されるときにサドルがアッパーの外側面、底面および内側面周りで引
き締まるように、少なくとも１本のワイヤ紐に結合される、巻付きサドルアセンブリと；
前方ソール部分とヒールソール部分とを備えるソールであって、サドルは、前方ソール部
分とヒールソール部分との間に位置する、アッパーの底面の中間部分周りに巻付く、ソー
ルと；前方ソール部分およびヒールソール部分の底面上に配置される複数の牽引要素とを
含むゴルフ靴を提供する。
【００１２】
　更なる実施形態において、本発明は、靴を製造する方法に向けられており、その方法は
:
ゴルフ靴の着用者の足を中に受容するように構成されるアッパーを提供することであって
、アッパーは、足の上部部分をカバーするように構成されるクロージャーおよびタンを備
える、ことと；リールアセンブリをタンに結合することと；少なくとも１本のワイヤ紐を
リールアセンブリに結合することと；アッパーの外側面、底面および内側面周りにサドル
を巻付けることであって、サドルは、サドルに結合される少なくとも１本のサドルワイヤ
を備える、ことと；リールアセンブリが第１の方向に回されるときにサドルがアッパーの
外側面、底面および内側面周りで引き締まるように、少なくとも１本のサドルワイヤを少
なくとも１本のワイヤ紐に結合することと；前方ソール部分をアッパーの底面の前方部分
に結合することと；ヒールソール部分をアッパーの底面のヒール部分に結合することであ
って、サドルは、前方部分およびヒール部分の間に位置する、アッパーの底面の中間部分
に巻付く、こととを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　例示的な実施形態の以下の説明において、本願の一部を形成する以下の図に対する参照
がなされ、その図において、例示として、本発明が生産および実施され得る具体的な実施
形態が示されている。本発明の範囲から逸脱することなく、他の実施形態が利用され得、
設計および／または構造的変更がなされ得ることを理解されたい。図は、例示のみの目的
のために提供され、本発明の読者の理解を容易にするために本発明の例示的な実施形態を
単に描写するものであり、本発明の幅、範囲または適用可能性を限定するものとして考慮
されるべきではない。例示の明確さおよび簡単さのためにこれらの図面が必ずしも正寸で
はないことに留意されたい。
【図１】図１は、本発明の１つの実施形態に従った左靴の斜視図である。
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【図２】図２は、本発明の１つの実施形態に従った、図１の左靴に対応する右靴の平面図
である。
【図３】図３は、本発明の１つの実施形態に従った図１の靴の側面図である。
【図４】図４は、本発明の１つの実施形態に従った図１の靴の底面図である。
【図５】図５は、本発明の１つの実施形態に従った巻付きワイヤサドルの斜視図である。
【図６】図６は、本発明の１つの実施形態に従った結合部材の断面側面図であり、結合部
材は、その中に包含される２つのワイヤループを有する。
【図７】図７は、本発明の１つの実施形態に従った、ＢＯＡリールベースの紐システムを
図５の巻付きワイヤサドルと結合する複数の結合部材の拡大図である。
【図８】図８は、本発明の１つの実施形態に従ったゴルフ靴の側面図である。
【図９】図９は、本発明の１つの実施形態に従った図８のゴルフ靴の底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　（本発明の例示的な実施形態の詳細な説明）
　例示的な実施形態の以下の説明において、本願の一部を形成する添付図面に対する参照
がなされ、その添付図面には、本発明が実施され得る特定の実施形態の例示として示され
ている。本発明の範囲から逸脱することなく、他の実施形態が利用され得ることおよび構
造的変化がなされ得ることを理解されたい。本発明の様々な実施形態および特徴が、ゴル
フ靴のコンテキストで後述されるが、本発明の様々な特徴および利点が他のタイプのスポ
ーツ活動中に使用される靴に適用されることが可能であることは、当業者に明白である。
【００１５】
　図１は、本発明の１つの実施形態に従って、左靴１００の斜視図を示している。靴１０
０は、着用者の足の上部表面をカバーするためのアッパー１０２と、前方ソール部分１０
４と、ヒールソール部分１０６とを含み、前方ソール部分１０４およびヒールソール部分
１０６は、それぞれ、アッパー１０２の各底面に取り付けられている。図４を参照してよ
り詳細に後述されるように、１つの実施形態において、前方ソール部分１０４およびヒー
ルソール部分１０６は、２つの別個のソール部分であり、それにより、アッパー１０２の
中間部分がさらされたままとなる。代替的な実施形態において、図８に示されてより詳細
に後述されるように、土踏まずミッドソール補強構造２２１（図８）が、アッパー１０２
の底面の土踏まず部分に付けられ、それにより、更なる支持および安定性を靴のこの領域
に提供する。
【００１６】
　アッパー１０２は、着用者の足（示されていない）が挿入され得る開口部１０８と、ア
ッパー１０２の上部部分が着用者の足のより簡単な挿入のために拡張または拡大されてそ
の後に着用者の足周りで閉じられるかまたは引き締められることを可能にするクロージャ
ー１１０とを含む。可撓タン１１２は、クロージャー１１０の一部を形成し、クロージャ
ー１１０の底部付近のアッパー１０２の下側に留められ、他の態様ではさらされ得る着用
者の足の上部表面をカバーするようにクロージャー１１０の上部部分を過ぎて上向きに延
在する。当業者に公知であるように、タン１１２は、着用者の足の上部表面上に緩衝性カ
バーを提供し、クロージャー１１０は、着用者の足が開口部１０８を通して挿入された後
に着用者の足周りで靴１００を心地よく固定するように、着用者の足周りで、紐システム
を介して引き締められ得る。
【００１７】
　図１に示されるように、本発明の１つの実施形態に従って、靴１００は、着用者の足周
りでクロージャー１１０およびタン１１２を引き締めて固定するリールベースの紐システ
ム１１４を含む。リールベースの紐システム１１４は、リールアセンブリ１１６と、ワイ
ヤ紐１１８と、紐ガイド１２０および１２２とを含む。リールアセンブリ１１６は、タン
１１２の上部部分に取り付けられ、ワイヤ紐１１８を保持するためのスプール部材（示さ
れていない）を含む。より詳細に後述されるように、ワイヤ紐１１８は、複数の紐ガイド
１２０に挿通され、これは、さらに、巻付きサドルアセンブリ１２２にリールベースの紐
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システムを結合するように結合メカニズム１２０として機能する。リールアセンブリが所
定の方向（例えば、時計回り）に回されるとき、ワイヤ紐１１８は、スプール部材周りに
巻かれてより短くなり、それによって、着用者の足周りでクロージャー１１０を引き締め
るようにクロージャー１１０の対向側部に対して紐ガイド１２０および１２１を引いて相
互により近接させる。リールベースの紐システムは、当業者に公知であり、例えば、米国
特許公開第２０１４／０１２３４４９号および第２０１３／００９２７８０号、ならびに
米国特許第８，５１６，６６２号および第８，４６８，６５７号に説明されている。これ
らは、参照により、その全体が本明細書に援用される。米国特許公開第２０１４／０１２
３４４９号に開示されているように、例えば、いくつかの実施形態において、リールアセ
ンブリ１１６は、ノブ（例えば、米国特許公開第２０１４／０１２３４４９号におけるノ
ブ２１８）を含み、ノブは、紐を解放するように緩む方向にスプール部材が惰走すること
を可能にするためにスプール部材（例えば、米国特許公開第２０１４／０１２３４４９号
におけるスプール部材２１６）からノブを離すように軸方向に上昇させられ得る。他の実
施形態において、ノブは、紐システムを次第に緩めるように、緩む方向に手動で徐々に回
され得る。
【００１８】
　より詳細に後述されるように、靴１００は、クロージャー１１０の一部を形成する巻付
きサドルアセンブリ１２２をさらに含み、巻付きサドルアセンブリ１２２は、アッパー１
０２の下側周りに巻付くサドル１２６の各チャンネル（示されていない）に挿通される１
つ以上のワイヤループ１２４を含む。各ワイヤループ１２４は、サドルアセンブリ１２２
またはクロージャー１１０の対向側縁部の各紐ガイド／結合メカニズム１２０内に受容さ
れる。図１～図４に示されているように、１つの実施形態において、３つのワイヤループ
１２４が、サドル１２６の１つの側縁部に付けられる各結合メカニズム１２０から延在し
、サドル１２６の対向側縁部に付けられる対応する結合メカニズム１２０に結合されるよ
うにアッパー１０２の外側面および底面周りに巻付く。ワイヤ紐１１８は、さらに、クロ
ージャー１１０の上部部分付近のクロージャーの対向側縁部に付けられる紐ガイド１２１
に挿通され、それにより、着用者の足周りでクロージャー１１０をさらに引き締めて固定
する。リールアセンブリ１１６がワイヤ紐１１８を引き締めるように回され、かつサドル
１２６およびクロージャー１１０の対向側部上の結合メカニズム１２０および紐ガイド１
２１がそれぞれより近接されるとき、ワイヤループ１２４は、足の土踏まずを含む着用者
の足の対応する中間部分周りで引き締まるようにぴんと張って引かれる。したがって、巻
付きサドルアセンブリ１２２は、クロージャー１１０の一部を形成することに加えて、増
大した土踏まず支持と、側方安定性と、着用者の足の中間部分周りのよりぴったりしたフ
ィット性とを提供し、これは、足の疲労を減少させ、それによって、スポーツ活動中の着
用者の足の快適性およびパフォーマンスを増大させる。
【００１９】
　図２は、本発明の１つの実施形態に従って、図１の左足１００に対応する右足１００’
の平面図を示している。右足１００’は、図１の左足１００に対して上述されている特徴
と同一の特徴を有する。これらの共通の特徴は、図１と同一の参照数字を用いて指し示さ
れている。図２に示されているように、ワイヤ紐１１８は、タン１１２の上面上に従来の
十字交差パターンで縛られる。しかしながら、本発明の様々な実施形態に従って、任意の
所望の紐パターンが実装され得ることを理解されたい。ワイヤ紐１１８は、巻付きサドル
アセンブリ１２２のサドル１２６の各側縁部に留められている複数（例えば、３つ）の結
合メカニズム１２０によってサドル１２６の各側縁部に固定される。ワイヤ紐１１８は、
クロージャー１１０の上部部分付近でクロージャー１１０の各側縁部に付けられている紐
ガイド１２１にさらに固定される。リールアセンブリ１１６がワイヤ紐１１８を引き締め
るように回されるとき、サドル１２６の対向側縁部およびクロージャー１１０の上部部分
は、着用者の足周りでアッパー１０２を引き締めるようにより近接される。加えて、アッ
パー１０２の中間部分の底部周りに巻付くワイヤループ１２４は、足の中間部分および底
部土踏まず周りで引き締まることにより、増大した支持およびより心地良いカスタムフィ
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ット性を着用者の足周りに提供する。
【００２０】
　図３は、本発明の１つの実施形態に従って、図１の靴１００の側面図を示しており、図
４は、本発明の１つの実施形態に従って、図１の靴１００の底面図を示している。図３お
よび図４に示されているように、サドルアセンブリ１２２のワイヤループ１２４およびサ
ドル１２６は、前方ソール部分１０４とヒールソール部分１０６との間に位置するアッパ
ー１０２の底部分周りに巻付き、そこには、ソールが存在しない。したがって、ワイヤル
ープ１２４が靴の中間部分周りで引き締められると、上述されているように、靴の増大し
た土踏まず支持およびよりぴったりしたカスタムフィット性が提供される。増大した土踏
まず支持およびカスタムフィット性は、靴の快適性および応答性を増大させ、スポーツ活
動中に着用者が経験し得る足の疲労を減少させる。
【００２１】
　図４にさらに示されているように、前方ソール１０４およびヒールソール１０６は、様
々なパターンで様々なグルーブまたは陥凹１４０を含むことにより、向上した可撓性、グ
リップまたは牽引力を靴１００の底部に提供し得る。本発明の様々な実施形態に従って、
任意の所望のソールパターンが、前方ソール部分１０４およびヒールソール部分１０６上
にそれぞれ実装され得ることを理解されたい。加えて、クリート（示されていない）が任
意の所望の構成、数および大きさでソール部分１０４および１０６に留められることによ
り、例えば天然芝または人口芝などの様々な表面上に増大したグリップ作用を提供し得る
。
【００２２】
　図５は、本発明の１つの実施形態に従って、靴１００から分離されたときの巻付きサド
ルアセンブリ１２２の斜視図を示している。サドルアセンブリ１２２は、サドル１２６と
、サドル１２６内の（破線によって示されている）各チャンネル１２８に挿通されている
複数（例えば、３つ）のワイヤループ１２４とを含み、その結果、各ワイヤループ１２４
が、サドル１２６の全長を横切ることにより、サドル１２６のそれぞれ対応する端部から
外向きに延在し、そこでは、上述されているように、ワイヤループ１２４は、対応する対
向する結合部材１２０に結合されることが可能である。代替的な実施形態において、各ワ
イヤループ１２４は、靴の下側全体にわたって延在する必要はないが、代わりに、サドル
１２６の各縁部部分に留められ得（例えば、縫合、接着されるなど）、その結果、ワイヤ
ループ１２４がぴんと張って引かれるときに、上述されているように、サドル１２６も、
着用者の足周りでぴんと張って引かれる。１つの実施形態において、アッパー１０２また
は土踏まずミッドソール補強構造２２１に対するサドル１２６の所望されない滑動または
移動を妨げるように、サドル１２６の底部分１５０の少なくとも一部が、アッパー１０２
（図３）の底面の対応する土踏まず領域に、または土踏まずミッドソール補強構造２２１
（図８）に留められる（例えば、縫合、接着、接合されるなど）。
【００２３】
　サドル１２６は、様々な公知の材料または材料の組み合わせから作られ得、様々な構成
（例えば、大きさ、形状、厚さなど）で実装され得る。サドル１２６は、アッパー１０２
の中間部分を補強し、靴１００のこの区域に向上した支持および安定性を提供する。様々
な実施形態において、サドル１２６は、所望の強度、補強および／または可撓性特質を達
成するように、当該技術分野において公知の様々な材料（例えば、熱可塑性ポリウレタン
またはポリウレア（ＴＰＵ）、ゴム、皮革、合成皮革、繊維、およびポリウレタンまたは
ポリウレア（ＰＵ）、あるいは、例えばカーボンファイバ、あるいは、これらの材料の任
意の組み合わせ）から作られ得る。
【００２４】
　図６は、本発明の１つの実施形態に従って、結合部材１２０の断面側面図を示している
。図６に示されているように、結合部材１２０は、リールベースの紐システム１１４（図
１）のワイヤ紐１１８が公知のリールベースの紐技術に従って挿通され得る第１のチャン
ネル１６０を含む。結合部材１２０は、ワイヤループ１２４がスロット１６４を介して挿
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入され得る第２のチャンネル１６２をさらに含む。スロット１６４は、第２のチャンネル
１６２の直径より小さい高さを有し、その結果、一旦ワイヤループ１２４が第２のチャン
ネル１６２内へ挿入されると、スロット１６４のより小さい高さは、第２のチャンネル１
６２の外へのワイヤループ１２４の移動を妨げるかまたは抵抗する。
【００２５】
　図７は、上述されているような、結合部材１２０を介して巻付きサドルアセンブリ１２
２に結合されるリールベースの紐システム１１４の斜視拡大図を示している。図７に示さ
れているように、リールベースの紐システム１１４は、ワイヤ紐１１８を巻き入れるかま
たは巻き出すためのリールアセンブリ１１６を含み、ワイヤ紐１１８は、複数の結合部材
１２０の各第１のチャンネル１６０内に受容される。サドルアセンブリ１２２の各ワイヤ
ループ１２４も、結合部材１２０の各第２のチャンネル１６２内に受容される。したがっ
て、結合部材１２０は、リールベースの紐システム１１４を巻付きサドルアセンブリに結
合する。図７において、各結合部材１２０が、各結合部材１２０内に包含されているワイ
ヤを可視化するために部分的に透明なものとして示されている。
【００２６】
　１つの実施形態において、サドル１２６は、縫合１７０によって示されているようにア
ッパー１０２上にサドル１２６を縫い付けることによってアッパー１０２上に付けられる
。しかしながら、サドル１２６は、任意の所望の形式（例えば、縫合、接着、接合など）
でアッパー１０２の１つ以上の部分に留められるかまたは緩く結合され得ることを理解さ
れたい。さらに図７に示されているように、サドル１２６内に形成される長手方向グルー
ブがサドル１２６と下にあるアッパー１０２との間の各チャンネル１７２を形成し、ワイ
ヤループ１２４の一部は、それぞれ、チャンネル１７２を通って、アッパー１０２の側部
分および底部分を進んでその周りに巻付き得る。１つの実施形態において、縫合１７０は
、各ワイヤループ１２４をそれらのそれぞれのチャンネル１７２内に包含するための外部
境界を形成する。上述されているように、リールアセンブリ１１６がワイヤ紐１１８を巻
き入れるように回されると、ワイヤループ１２４は、結合部材１２０を介してアッパー１
０２の側部分および底部分周りで引き締められ、それによって、着用者の土踏まずおよび
中足区域の周りにぴったりしたフィット性を提供する。
【００２７】
　図８は、本発明の１つの実施形態に従って、ゴルフ靴２００の側面図を示している。ゴ
ルフ靴２００は、上述されている靴１００と類似する多くの特徴（例えば、アッパー１０
２、リールアセンブリ１１６、ワイヤ紐１１８、少し改変された結合部材１２０’および
紐ガイド１２１’、複数のワイヤループ１２４と巻付きサドル１２６とを有する巻付きサ
ドルアセンブリ１２２）を有する。簡潔さのために、これらの共通する要素および特徴は
、図８に再び記載されない。
【００２８】
　図８に示されているように、ゴルフ靴２００は、前方ソール部分２０４と、ヒールソー
ル部分２０６と、より詳細に後述されるように前方ソール部分２０４およびヒールソール
部分２０６を相互に結合する土踏まずソール部分２０８とを有するソール２０２をさらに
含む。前方ソール部分２０４は、前方ミッドソール２１０を含み、前方ミッドソール２１
０は、アッパー１０２の前方部分の底面と、前方ミッドソール２１０の底面に取り付けら
れる前方アウトソール２１２との間に挟まれる。前方ミッドソール補強構造２１４が前方
ミッドソール２１０の上部部分に取り付けられ、前方ミッドソール補強構造２１４は、前
方ミッドソール２１０の上部部分を囲み、そこでは、前方ミッドソール２１０がアッパー
１０２の底面に接触する。前方ミッドソール補強構造２１４の一部は、前方アウトソール
２１２の一部に留められ、それにより、前方ミッドソール２１０を囲む補強フレームを提
供する。前方ミッドソール補強構造２１４は、任意の公知技術（例えば、接合、接着、ね
じを用いた締着など）を使用して前方アウトソール２１２に留められ得るか、または、代
替的に、公知の射出成形技術を使用して共に一体形成され得る。１つの実施形態において
、前方ミッドソール補強構造２１４および前方アウトソールは、前方ミッドソール補強構
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造２１４および前方アウトソール２１２によってカバーされる前方ミッドソール２１０の
それぞれの部分が崩壊するかまたは外方向に実質的に伸ばされるのを実質的に妨げる相対
的に密なエチルビニルアセテート（ＥＶＡ）または熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）材料
から作られることが可能であり、それによって、増大した強度および安定性を前方ミッド
ソール２１０に提供する。
【００２９】
　同様に、ヒールソール部分２０６は、ヒールミッドソール２１６を含み、ヒールミッド
ソール２１６は、アッパー１０２のヒール部分の底面と、ヒールミッドソール２１６の底
面に取り付けられるヒールアウトソール２１８との間に挟まれる。ヒールミッドソール補
強構造２２０がヒールミッドソール２１６の上部部分に取り付けられ、ヒールミッドソー
ル補強構造２２０は、ヒールミッドソール２１６の上部部分を囲み、そこでは、ヒールミ
ッドソール２１６がアッパー１０２のヒール部分の底面に接触する。ヒールミッドソール
補強構造２２０の一部は、ヒールアウトソール２１８の一部に留められ、それにより、ヒ
ールミッドソール２１６を囲む補強フレームを提供する。ヒールミッドソール補強構造２
２０は、任意の公知技術（例えば、接合、接着、ねじを用いた締着など）を使用してヒー
ルアウトソール２１８に留められ得るか、または、代替的に、公知の射出成形技術を使用
して共に一体形成され得る。１つの実施形態において、ヒールミッドソール補強構造２２
０およびヒールアウトソール２１８は、ヒールミッドソール補強構造２２０およびヒール
アウトソール２１８によってカバーされるヒールミッドソール２１６のそれぞれの部分が
崩壊するかまたは外方向に実質的に伸ばされるのを実質的に妨げる相対的に密なエチルビ
ニルアセテート（ＥＶＡ）または熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）材料から作られること
が可能であり、それによって、増大した強度および安定性をヒールミッドソール２１６に
提供する。
【００３０】
　図８にさらに示されているように、本発明の１つの実施形態に従って、ゴルフ靴２００
は、横切って跨っておりかつ前方アウトソール部分２１２をヒールアウトソール部分２１
８に接続する土踏まずアウトソール２１９を含む土踏まずソール部分２０８をさらに含む
。本発明の１つの実施形態に従って、土踏まずソール部分２０８は、土踏まずミッドソー
ルをさらに含み、土踏まずミッドソールは、土踏まずミッドソール補強構造２２１、およ
び土踏まずミッドソール補強構造と土踏まずアウトソール部分２１９との間の窓部２２２
によって囲まれる。１つの実施形態において、図８に示されているように、サドル１２６
は、窓部２２２（すなわち、空気の空間）がサドル１２６の底面と土踏まずアウトソール
部分２１９との間に形成されるように土踏まずミッドソールおよび補強構造２２１周りに
巻付く。窓部２２２は、サドル１２６がアッパー１０２の側面および底面周りに完璧に巻
付くことを可能にし、上述されているように、ワイヤ紐１１８およびワイヤループ１２４
が緩められるかまたは引き締められるにつれてサドル１２６の膨張および縮小をさらに可
能にする。窓部２２２は、靴２００の土踏まず領域に対する増大した湾曲と、靴２００の
前方部分とヒール部分との間のねじれとを可能にする。言い換えると、前方部分およびヒ
ール部分は、より容易に相互にひねることが可能である。より詳細に後述されるように、
靴２００の前方部分とヒール部分との間のねじれの量を相殺および／または制御するため
に、土踏まずアウトソール２１９（別名、ねじれ制御ブリッジ）が提供される。
【００３１】
　土踏まずアウトソール部分２１９は、相互にアッパー１０２の前方部分およびヒール部
分のひねりに抵抗するので、更なる安定性およびねじれ制御を靴２００の中間セクション
に提供する。土踏まずアウトソール部分２１９の厚さ、剛性および／または物理的材料特
質を調節することによって、所望の量のねじれ制御が達成されることが可能である。さら
に、土踏まずアウトソール部分２１９は、アウトソールの全長が地面に接することを可能
にし、したがって、靴２００の全長に沿った牽引力を提供する。土踏まずアウトソール部
分２１９は、地面に接触する増大したアウトソール表面領域をさらに提供し、それによっ
て、増大した牽引力を提供する一方で、依然として、所望のレベルの靴のねじれ／ひねり
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を可能にする。したがって、土踏まずアウトソール部分２１９は、前方アウトソール部分
２１２とヒールアウトソール部分２１８との間にねじれ制御ブリッジを提供し、ねじれ制
御ブリッジは、靴２００の前方部分およびヒール部分が、所望の程度（しかし、所望の量
を実質的に超えない程度）に相互に独立して移動することを可能にする。土踏まずアウト
ソール部分２１９は、地面に接触するアウトソールの長さおよび表面領域をさらに増大さ
せ、それにより、スポーツ活動中に、増大した牽引力を提供する。
【００３２】
　図８において、土踏まずミッドソールが土踏まずミッドソール補強構造によって中また
は周囲に包含されるので、土踏まずミッドソールおよびその周囲の土踏まずミッドソール
補強構造の両方が構造２２１として集合的に示されている。１つの実施形態において、土
踏まずミッドソールおよび周囲の土踏まずミッドソール補強構造２２１は、アッパー１０
２の底面の中間部分にわたって延在し、それにより、本発明の１つの実施形態に従って、
靴２００の土踏まず領域内に更なる支持および安定性を提供する。土踏まずミッドソール
補強構造２２１は、アッパー１０２の土踏まず領域の下に位置する、相対的に硬くない材
料（例えば、ｅＴＰＵ）から作られる土踏まずミッドソールを囲んで包含する相対的に硬
いフレームまたはハウジングを提供する。巻付きサドル１２６は、土踏まずミッドソール
および土踏まずミッドソール補強構造２２１周りに巻付き、１つの実施形態において、そ
れらに固定されるかまたは付けられる。１つの実施形態において、図８に示されているよ
うに、前方ミッドソール補強構造２１４、ヒールミッドソール補強構造２２０、土踏まず
ミッドソール補強構造２２１は、それぞれ、相互に一体形成され、アッパー１０２の底面
の実質的に全体にわたって延在する。
【００３３】
　１つの実施形態において、上述されている前方ミッドソール２１０およびヒールミッド
ソール２１６ならびに土踏まずミッドソールは、発泡（ｅｘｐａｎｄｅｄ）ＴＰＵ（ｅＴ
ＰＵ）材料（別名、ＢｏｏｓｔＴＭフォーム）から作られることが可能である。様々な実
施形態に従ってミッドソールおよび／またはアウトソール層を形成するために使用するこ
とに適している熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）に基づくそのようなｅＴＰＵまたは他の
フォームが、米国特許出願公開番号２０１０／０２２２４４２Ａ１により詳細に説明され
ており、この公開公報は、参照により、その全体が本明細書に援用される。加えて、発泡
剤（ｂｌｏｗｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）または推進剤として水を使用するｅＴＰＵの生産につ
いての例示的な方法は、米国特許出願公開番号２０１２／００６５２８５Ａ１に説明され
ており、この出願公報は、参照により、その全体が本明細書に援用される。いくつかの実
施形態において、ミッドソール層は、米国特許出願公開番号２０１０／００４７５５０Ａ
１に説明されているような、ＰＵのマトリックスおよびＴＰＵの発泡（ｆｏａｍｅｄ）粒
子または他の熱可塑性エラストマを備えるハイブリッド材料を備えることが可能であり、
この出願公報は、参照により、その全体が本明細書に援用される。
【００３４】
　ミッドソール材料としてＢｏｏｓｔＴＭフォームを使用することのいくつかの例示的な
利点は、それが軽量であることであり、スイング中の滑らかなエネルギー移行を促進する
優れたエネルギーリターンまたはリバウンド特質を具備する。ＢｏｏｓｔＴＭフォームは
、さらに、より軽量の靴をもたらし、これにより、特に着用者がゴルフコースを歩行して
いる場合に、着用者に対する疲労をさらに軽減させる。ＢｏｏｓｔＴＭフォームは、さら
に、零下の寒さから過酷な暑さまでの動的温度範囲にわたって一貫した応答性の良いクッ
ション性を提供し、それによって、どんな天候においてもその有利な特質を維持する。
【００３５】
　代替的な実施形態において、巻付きサドルアセンブリ１２２は、省略され得、靴は、従
来の紐システムまたはリールベースの紐システムを利用し得る。この実施形態において、
上述されているように、土踏まずアウトソール部分２１９は、依然として、向上した牽引
力、安定性およびねじれ制御を靴に提供するように機能することが可能である。
【００３６】
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　１つの実施形態において、土踏まずアウトソール部分２１９は、前方アウトソール部分
２１２およびヒールアウトソール部分２１８と一体成形され、上述されている同一のアウ
トソール材料から作られる。代替的な実施形態において、土踏まずアウトソール部分２１
９が分離されて、靴２００の異なる所望のパフォーマンス特性を達成する異なる物理的特
性を有する様々な異なる土踏まずアウトソール部分（示されていない）と交換され得るよ
うに、土踏まずアウトソール部分２１９は、同一または異なる材料から作られ得、前方ア
ウトソール部分２１２およびヒールアウトソール部分２１６に機械的に取り付けられ得る
。
【００３７】
　図９は、本発明の１つの実施形態に従って、図８のゴルフ靴２００に関連して利用され
ることが可能であるアウトソール２５０の底面を示している。図９に示されているように
、アウトソール２５０は、（より明るい領域として示されている）内部領域２５４を囲む
（より暗い領域として示されている）周辺領域２５２を有する。１つの実施形態において
、周辺領域２５２を形成するために使用される寸法（例えば、厚さ）および／または材料
（単数または複数）は、内部領域２５４と比較したときにより強い剛度および耐久性を提
供する。周辺領域２５２のより強い剛度および耐久性は、増大した支持および強度を靴２
００の周辺フレームに提供し、そして、相対的により大きい牽引要素２５６および２５８
がアウトソール２５０の周辺領域２５２上に形成されるかまたはそこに付けられることを
可能にし、それにより、増大した牽引力を提供する。
【００３８】
　複数の相対的により小さい牽引要素２６０は、内部領域２５４の底面から外向きに延在
し、それにより、周辺領域２５２上のより大きい牽引要素２５６および２５８によって提
供される牽引力を補う更なる牽引力を提供する。内部領域２５４は、複数の穴２６２をさ
らに含み、複数の穴２６２は、ミッドソール材料（例えば、ＢｏｏｓｔＴＭ）が穴２６２
を通して拡大することを可能にし、これは、ミッドソール材料のより大きい変形、したが
ってミッドソール２１０および２１６の向上した「緩衝」特質を可能にする。穴２６２は
、さらに、アウトソール２５０の内部領域２５４の重量を有意に減少させ、これは、特に
着用者が長距離歩行する場合に、着用者に対する疲労を軽減させる。
【００３９】
　図９にも示されているように、サドル１２６およびワイヤループ１２４を備える巻付き
サドルアセンブリ１２２は、土踏まずアウトソール部分２１９の真上に位置し、それらの
間にミッドソール材料は挟まれない。上述されているように、土踏まずアウトソール部分
２１９と巻付きサドルアセンブリ１２２との間の開空間の窓部２２２（図８）は、上述さ
れているような、サドル１２６およびワイヤループ１２４がアッパー１０２の側面および
底面周りに完璧に巻付くことと、リールベースの紐システム１１４（図１）を使用して引
き締められるかまたは緩められることとを可能にする。
【００４０】
　様々な実施形態において、牽引要素２５６、２５８および２６０は、様々な方法で形成
され得るか、または当該技術分野において公知の様々な材料から作られ得る。１つの実施
形態において、例えば、牽引要素２５６、２５８および２６０は、ＧｒｉｐＭｏｒｅＴＭ

技術を使用して形成され得、ここで、複数のクリートおよび／または牽引要素が、アウト
ソール（単数または複数）２０８、２１２、および／または２１８の底面上のそれぞれの
対応する牽引域の大きさおよび形状に合うように切断されて形づけられる可撓繊維布また
はメッシュ織物裏張りの底面に取り付けられ得る。ＧｒｉｐＭｏｒｅＴＭ技術は、台湾国
公開第ＴＷ　Ｍ４１２６３６Ｕ１号により詳細に説明されており、この出願公報の全体が
、参照により、本明細書に援用される。
【００４１】
　１つの実施形態において、繊維布またはメッシュ裏張りは、各牽引域に対応するアウト
ソールの対応する大きさおよび形状の凹凸の底面にしっかりと粘着される。次いで、複数
のデュロメータプラスチッククリートが、公知技術によって所定の場所に永久的に保持さ
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れるように、繊維布内へ射出される。例えば、高耐久ＴＰＲ（熱可塑性ゴム）製であるこ
とが可能であるクリートは、軽量だが丈夫なメッシュ織物裏張り上へ射出され、固定ボン
ド用の業務用粘着剤を用いて付けられる。射出されたクリートを有するメッシュ裏打ちは
、次いで、（一般的にはＴＰＵから作られる）アウトソール内の予め画定された領域内へ
据え付けられ、スポーツ活動要件のとおりに必要な牽引要素を形成するように所定の場所
に接着される。
【００４２】
　様々な実施形態において、可撓繊維布またはメッシュ裏張りは、公知のプラスチック、
ゴムあるいは他の可撓な耐久性材料、またはそのような材料の任意の組み合わせから作ら
れることが可能である。様々な実施形態において、クリートまたは牽引要素は、適したポ
リウレタン（ＰＵ）材料から作られることが可能である。可撓繊維布は、アウトソールの
底面内の予め作られた凹凸に取り付けられるように切断されて形づけられることが可能で
ある。可撓繊維布は、接着、接合などの任意の適した手段によってアウトソールの底面に
永久的に取り付けられることが可能である。
【００４３】
ＧｒｉｐＭｏｒｅＴＭクリート技術は、クリートを要求する靴に多くの利点を提供する。
繊維布は、任意のクリートまたは牽引要素構成を提供するように、無制限に、所望される
ように、理想的に形づけられ、予め形成され、設置されることが可能である。加えて、ク
リートを受容して固定するための従来のクリートレセプタクル構造は、もはや要求されな
いので、ゴルフ靴の製造コストおよび重量は、有意に減少する。さらに、クリートレセプ
タクル構造は、もはや要求されないので、アウトソールの底面上のクリートの大きさおよ
び配置は、ミッドソール層内のレセプタクル構造の利用可能な空間によってもはや限定さ
れない。
【００４４】
　本発明の様々な実施形態に従って、本明細書に説明されている靴の様々な要素は、所望
のパフォーマンス、耐久性および快適特性を達成する公知の適した材料から作られること
が可能である。例えば、１つの実施形態において、アッパー１０２は、通気性極細繊維皮
革または同様の材料から作られ得、所望の特性および特質を達成するようにアッパーの様
々な部分において厚さを変化させる。別の例として、上述されているアウトソールは、Ｅ
ＶＡまたはＴＰＵ材料から作られ得、１つ以上のタイプの熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ
）と併せて射出成形されることが可能である。上述されているミッドソールは、前方アウ
トソール部分およびヒールアウトソール部分の各ＴＰＵ型内へＰＵまたはＢｏｏｓｔＴＭ

フォーム材料を注ぐことによって形成されることが可能である。したがって、ミッドソー
ル層およびアウトソール層を備える、本明細書に説明されているソールは、ソールにわた
っていて牽引要素を垂れ下がる様式で支持する単一の剛性プラットホームを有する従来の
ゴルフ靴ソールと比較して、増大した快適性およびパフォーマンスを提供することが可能
である。
【００４５】
　注がれたミッドソールは、ゴルファーの足の下に耐久性はあるが軟らかく快適な領域を
提供することが可能であり、セメントまたは他の剛性粘着材料なしに射出成形アウトソー
ルに直接接合することが可能である。下部アウトソールは、耐久性はあるが可撓性の材料
を備えることが可能であり、相互から独立して支持される様々な牽引要素を含むことが可
能であり、それにより、それらの牽引要素がゴルフスイング全体にわたって湾曲して個々
に動くことが可能となり、この結果、より多くの牽引要素が常時地面と接触し、ゴルファ
ーの足が動作の更なる自由さおよび更なる快適性を有することを可能にする。加えて、本
明細書に説明されているソールは、軽量重合材料の使用、セメントなしの構成材料の直接
接合、他の従来のプラットホーム構成要素の欠如、および他の特質により、従来のソール
より軽い可能性がある。
【００４６】
　1つの実施形態において、ミッドソールは、中間粘着材料なしにアウトソールに直接接
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合されることが可能である。ミッドソールは、様々なフォームおよびハイブリッド材料（
ＰＵのマトリックス、およびＴＰＵまたはｅＴＰＵの発泡粒子など）を備えることが可能
である。本発明に従って、様々なソールおよびソールを作る方法が利用され得、それらな
どは、２０１３年１０月２８日に出願された米国仮出願第６１／８９６，４４２号に対す
る優先権を主張している、２０１４年１０月１４日に出願された米国特許出願第１４／５
１３，５８２号に説明されており、これら両方の出願は、参照により、その全体が本明細
書に援用される。これらの前記出願において、本明細書に「ミッドソール」と言及されて
いるものが「上部アウトソール」と言及されていることに留意されたい。更なる実施形態
において、ゴルフ靴のソールは、米国公開番号２０１３／０２９１４０９Ａ１に説明され
ている様々な材料層から作られ得、この公開公報の全体が、参照により、本明細書に援用
される。
【００４７】
　上述されている様々な実施形態は、ミッドソールに対するＢｏｏｓｔＴＭフォーム材料
の使用に焦点を当てているが、本発明の他の実施形態は、ミッドソールに対して特定のタ
イプの材料を使用することに限定されず、ミッドソールは、ＴＰＵ、ゴム、ＥＶＡなどま
たはそのような材料の組み合わせなどの他の適した材料から作られることが可能である。
【００４８】
　加えて、本明細書に説明されている靴の他の構成要素または要素は、当業者に公知の任
意の技術を使用して任意の適した材料または材料の組み合わせから作られることが可能で
ある。例えば、ワイヤ紐１１８およびワイヤループ１２４は、所与の活動に対する所望の
強度および耐久性特質を有する任意の適した材料または材料の組み合わせ（例えば、スチ
ール、プラスチックなど）から作られることが可能である。１つの実施形態において、ワ
イヤ紐１１８および１２４は、ナイロンコーティングされたステンレススチールから作ら
れる。
【００４９】
　向上した中足および土踏まずの支持ならびにカスタマイズ可能なフィット性および／ま
たは靴の中足領域下の増大したねじれ制御ならびに牽引力を有する靴を提供する、本発明
の様々な例示的な実施形態が上述された。本明細書に説明されている様々な実施形態は、
限定としてではなく、単なる一例として提示されたことを理解されたい。同様に、提示さ
れた様々な図面またはダイヤグラムは、一例の設計、構造または構成を示しており、これ
らは、本発明の１つ以上の実施形態に従って、様々な両靴において含まれる可能性がある
概念、特徴および機能性を理解するのを助けるためになされる。本発明は、示された例示
的な設計、構造または構成に限定されないが、特定のスポーツ活動（例えば、ゴルフ、野
球、陸上競技など）または特定の用途に所望されるパフォーマンス特性に応じて、様々な
代替的な設計、構造または構成を使用して実装されることが可能である。
【００５０】
　加えて、個々の実施形態のうちの１つ以上に説明されている様々な特徴および機能性は
、それらが説明されている特定の実施形態に対するそれらの適用可能性に限定されないが
、代わりに、そのような実施形態が明示的に説明されていようとなかろうとおよび特定の
説明された実施形態の一部としてそのような特徴が提示されていようとなかろうと、単独
またはいくつかの組み合わせで、本発明の他の実施形態のうちの１つ以上に適用されるこ
とが可能であることを理解されたい。したがって、本発明の幅および範囲は、上述されて
いる例示的な実施形態のいずれによっても限定されるべきではないが、請求項と一致する
範囲が与えられるべきである。
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